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去
る
11
月
15
日
（
火
）
の
町
制
記
念
日
に
、
勝
山
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
さ
く
や
ホ
ー
ル
で
町
制
施
行
８
周
年
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
町
の
行
政
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
町
政
功
労
者
13
名
、
善
行
者
１
団
体
、

ま
た
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
活
躍
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

賞
１
名
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

山
崎
　
進
一
（
河
口
）
昭
和
２
年
11
月
25
日
生

　
河
口
簡
易
水
道
運
営
審
議
会
委
員
７
年
４
ヶ
月
、
河
口

地
区
連
合
自
治
会
長
２
期
４
年
、
地
下
水
保
全
審
議
会
委

員
３
期
６
年
、
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
２
期
４
年
、
河

口
総
合
開
発
委
員
会
委
員
３
年
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、

河
口
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
を
10
年
務
め
ら
れ
、
多
年
に
わ
た

り
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

井
出
　
功
（
船
津
）
昭
和
６
年
４
月
３
日
生

　
旧
河
口
湖
町
時
代
よ
り
、
農
業
委
員
会
委
員
を
７
期
18

年
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
船
津
地
域
振
興
協
議
会
委
員
３
期

５
年
10
ヶ
月
歴
任
し
、
そ
の
間
船
津
地
区
水
道
運
営
審
議

会
委
員
・
船
津
総
合
開
発
委
員
会
委
員
・
総
合
開
発
審
議

会
委
員
・
土
地
利
用
審
議
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
多
年
に

わ
た
り
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

中
村
　
義
孝
（
河
口
）
昭
和
６
年
６
月
24
日
生

　
旧
河
口
湖
町
時
代
か
ら
、
保
護
司
24
年
、
河
口
総
合
開

発
委
員
会
委
員
７
期
14
年
、
河
口
財
産
区
管
理
委
員
３
期

11
年
６
ヶ
月
、
消
防
委
員
会
委
員
４
期
８
年
、
河
口
地
域

振
興
協
議
会
委
員
４
期
７
年
10
ヶ
月
務
め
ら
れ
、
ま
た
そ

の
間
河
口
湖
町
議
会
議
員
を
務
め
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た

り
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

古
屋
　
勝
男
（
河
口
）
昭
和
６
年
９
月
７
日
生

　
旧
河
口
湖
町
時
代
か
ら
、
河
口
総
合
開
発
委
員
会
委
員

12
期
23
年
、
河
口
財
産
区
管
理
委
員
５
期
20
年
、
地
下
水

保
全
審
議
会
委
員
３
期
６
年
、
温
泉
事
業
運
営
審
議
会
委

員
３
期
６
年
、
公
共
下
水
道
審
議
会
委
員
３
期
６
年
10
ヶ

月
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

小
河
原
　
彦
一
（
河
口
）
昭
和
６
年
９
月
10
日
生

　
旧
河
口
湖
町
時
代
か
ら
民
生
児
童
委
員
４
期
12
年
、
河

口
総
合
開
発
委
員
会
委
員
２
期
４
年
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、

現
在
も
河
口
綜
合
土
地
改
良
区
理
事
長
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
理
事
を
務
め
る
な
ど
町
政
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
。

渡
邊
　
安
美
（
小
立
）
昭
和
８
年
１
月
２
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
町
議
会
議
員
１
期
４
年
、
農
業

委
員
会
委
員
３
年
、
小
立
財
産
区
管
理
委
員
６
年
等
多
く

の
公
職
を
歴
任
し
、
合
併
後
も
小
立
地
域
振
興
協
議
会
委

員
、
農
業
委
員
会
委
員
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
、

交
通
安
全
協
会
支
部
長
等
を
務
め
ら
れ
、
多
年
に
わ
た
り

町
政
発
展
に
貢
献
し
た
。

梶
原
喜
代
延
（
大
石
）
昭
和
10
年
12
月
14
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
大
石
総
合
開
発
委
員
会
委
員
３

期
６
年
、
農
業
委
員
会
委
員
３
期
９
年
、
大
石
簡
易
水
道

事
業
運
営
審
議
会
委
員
２
年
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り

町
政
発
展
の
た
め
尽
力
し
た
。

小
林
華
壽
美
（
船
津
）
昭
和
11
年
６
月
15
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
船
津
総
合
開
発
委
員
会
委
員
３

期
６
年
、
社
会
教
育
委
員
５
期
９
年
７
ヶ
月
、
体
育
指
導

委
員
２
年
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展
の
た
め

尽
力
し
た
。

井
出
庄
一
郎
（
船
津
）
昭
和
11
年
７
月
８
日
生

　
旧
河
口
湖
町
時
代
よ
り
、
農
業
委
員
会
委
員
４
期
11

年
、
町
議
会
議
員
８
年
、
総
合
開
発
審
議
会
委
員
、
船
津

総
合
開
発
委
員
会
委
員
、
船
津
財
産
区
管
理
委
員
、
土
地

利
用
審
議
会
委
員
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
等
を
歴
任

し
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展
に
貢
献
し
た
。

外
川
　
民
郎
（
小
立
）
昭
和
11
年
８
月
21
日
生

　
旧
河
口
湖
町
時
代
か
ら
公
共
下
水
道
審
議
会
委
員
２
期

４
年
、
小
立
財
産
区
管
理
委
員
４
年
、
民
生
児
童
委
員
３

年
、
小
立
総
合
開
発
委
員
会
委
員
、
鳴
沢
恩
賜
林
組
合
議

員
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展

の
た
め
尽
力
し
た
。

町
政
功
労
賞

町
制
施
行
８
周
年
記
念
式
典
で
、町
政
功
労
者
、善
行
者
、ス
ポ
ー
ツ
賞
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
　

長
年
に
わ
た
る
ご
功
績
、た
い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
制
施
行
８
周
年
記
念
式
典
で
、町
政
功
労
者
、善
行
者
、ス
ポ
ー
ツ
賞
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
　

長
年
に
わ
た
る
ご
功
績
、た
い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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梶
原
　
民
博
（
河
口
）
昭
和
11
年
10
月
１
日
生

　
旧
河
口
湖
町
時
代
か
ら
、
河
口
簡
易
水
道
事
業
運
営
審

議
会
委
員
７
期
12
年
７
ヶ
月
、
河
口
総
合
開
発
委
員
会
委

員
４
期
７
年
、
河
口
財
産
区
管
理
委
員
４
年
、
河
口
地
区

自
治
会
長
２
年
等
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展

に
貢
献
し
た
。

渡
邊
　
正
人
（
小
立
）
昭
和
11
年
10
月
25
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
町
議
会
議
員
２
期
８
年
を
務
め

ら
れ
、
そ
の
間
小
立
財
産
区
管
理
委
員
、
公
共
下
水
道
審

議
会
委
員
、
総
合
開
発
審
議
会
委
員
、
都
市
計
画
審
議
会

委
員
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
さ
れ
、
そ
の
後
も
町
助
役
、

小
立
地
域
振
興
協
議
会
委
員
、
小
立
乳
ヶ
崎
区
長
を
務
め

る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展
の
た
め
尽
力
し
た
。

小
河
原
　
豊
明
（
河
口
）
昭
和
11
年
11
月
７
日

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
、
河
口
総
合
開
発
委
員
会
委
員

４
期
８
年
、
消
防
委
員
会
委
員
２
期
４
年
、
農
業
委
員
会

委
員
３
年
、
図
書
館
協
議
会
委
員
４
年
を
務
め
、
合
併
後

も
福
祉
委
員
、
農
業
委
員
会
委
員
を
務
め
た
ほ
か
、
消
防

団
役
員
を
歴
任
す
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展
に

貢
献
し
た
。

菊
水
電
子
工
業
株
式
会
社
（
勝
山
）

　
富
士
河
口
湖
町
の
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
電
気

自
動
車
急
速
充
電
器
２
基
を
寄
付
さ
れ
、
町
政
発
展
と
環

境
行
政
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

渡
邊
　
大
規
（
富
士
ヶ
嶺
）
昭
和
63
年
５
月
23
日
生

　
第
16
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技

　
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
　
１
０
０
０
ｍ 

第
３
位

　
２
０
１
１
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会

　
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
　
２
０
０
ｍ
優
勝

　
　
　
（
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
と
な
る
）

善
行
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
賞

　
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
『
男

女
共
同
参
画
社
会
』
。
そ
ん
な
社
会
の
実
現
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し

た
「
標
語
･
俳
句
・
川
柳
」
を
皆
さ
ん
か
ら
大
募
集
し
ま
す
。

な
ど
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
内
容
の
も
の
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切
　
平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）
当
日
消
印
有
効

●
応
募
方
法
　
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
住
所
･
氏
名
・
年

　
　
　
　
　
　
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
＊
応
募
の
際
の
個
人
情
報
は
連
絡
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊
各
地
区
出
張
所
で
も
受
付
し
ま
す
。

●
審
査
方
法
及
び
発
表
　

　
　
　
　
　
　
＊
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、
入

　
　
　
　
　
　
　
賞
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊
入
賞
作
品
は
男
女
共
同
参
画
啓
発
の
行
事
や
広
報
活

　
　
　
　
　
　
　
動
な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊
応
募
作
品
の
著
作
権
及
び
使
用
権
は
町
に
帰
属
し

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
＊
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
先
及
び
問
合
先
　

　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
企
画
課
　
男
女
共
生
・
国
際
係

　
　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
１
７
０
０
番
地

　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２
ー

１
１
２
９
　
　
FAX
７
２
ー

０
９
６
９

　

E
-m
a
il：
k
ik
a
k
u
k
a-@
tow
n
.fujik

aw
a
g
u
ch
ik
o
.lg
.jp

☆
家
族
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
認
め
合
い
助
け
合
う
、

　
　
愛
情
あ
ふ
れ
た
家
庭

☆
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

☆
男
と
か
女
と
か
で
は
な
く
、
「
私
ら
し
く
生
き
る
」
っ
て

　
　
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る

　
『
標
語
･
俳
句
･
川
柳
』を
募
集
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り　
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平
成
23
年
度
、
富
士
河
口
湖
町
文
化
祭
が
11
月
２
日
か

ら
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
　

　
文
化
の
日
は
、
午
前
９
時
か
ら
文
化
祭
記
念
式
典
が
行

わ
れ
、
町
の
教
育
、
文
化
芸
術
振
興
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
３
名
の
方
々
に
、
教
育
功
労
賞
、
文
化
功
労
賞
、
覚
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　

　
昭
和
20
年
甲
府
空
襲
に
遭
い
、
精
進
湖
畔
に
移
り
住
み

渡
辺
看
板
店
を
営
み
、
旧
上
九
一
色
村
で
は
、
社
会
教
育

委
員
、
選
挙
管
理
委
員
を
歴
任
す
る
。
油
彩
に
つ
い
て
は
、

青
樹
会
会
員
、
太
平
洋
美
術
会
会
員
、
山
梨
県
美
術
協
会

の
委
員
と
し
て
自
己
研
鑽
に
励
み
、
富
士
山
を
題
材
と
し

た
個
展
を
開
き
数
多
く
の
受
賞
に
輝
い
て
い
る
。

　
平
成
18
年
旧
上
九
一
色
村
南
部
の
町
村
合
併
が
行
わ
れ

た
が
、
町
の
文
化
協
会
加
入
に
つ
い
て
力
を
尽
く
し
た
。

富
士
河
口
湖
町
文
化
協
会
に
加
入
後
は
上
九
一
色
支
部

長
、
町
文
化
協
会
副
会
長
と
し
て
尽
力
、
地
域
の
文
化
向

上
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
て
い
る
。
こ
と
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
町
の
文
化
祭
に
つ
い
て
は
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
文
化
祭
、
成
人
式
、
ち
び
っ
子
広
場
等
の
看
板

を
多
数
制
作
し
寄
贈
し
た
。
行
政
委
員
と
し
て
は
、
富
士

河
口
湖
町
美
術
館
協
議
会
委
員
と
し
て
活
躍
、
町
の
文
化

振
興
に
尽
く
し
た
功
績
は
極
め
て
顕
著
で
あ
る
。

　
長
年
に
亘
り
富
士
山
や
花
を
テ
ー
マ
に
ア
ク
リ
ル
画
を

描
き
続
け
、
昭
和
55
年
・
56
年
に
は
河
口
湖
町
の
文
化
祭

に
お
い
て
、
教
育
長
賞
、
文
化
祭
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

平
成
２
年
の
富
士
山
グ
ラ
ン
プ
リ
展
で
は
、
最
高
賞
の
グ

ラ
ン
プ
リ
賞
に
輝
い
て
い
る
。

　
昨
年
、
95
回
記
念
二
科
展
に
お
い
て
初
入
選
、
本
年
も

入
選
を
果
た
し
た
。
そ
の
他
個
展
や
夫
婦
展
、
地
区
公
民

館
祭
り
の
特
別
展
で
作
品
を
発
表
し
多
く
の
町
民
に
感
銘

を
与
え
て
い
る
。

　
行
政
委
員
と
し
て
は
、
昭
和
61
年
か
ら
富
士
河
口
湖
町

図
書
館
協
議
会
委
員
と
し
て
、
ま
た
平
成
３
年
か
ら
平
成

22
年
ま
で
富
士
河
口
湖
町
美
術
館
協
議
会
委
員
と
し
て
も

活
躍
し
、
幅
広
く
町
の
文
化
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
昭
和
61
年
か
ら
芽
吹
き
の
会
に
所
属
し
、
手
作
り
絵
本

や
大
型
紙
芝
居
を
作
成
し
、
図
書
館
、
公
民
館
、
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
で
発
表
す
る
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
文
化
の
向
上
に
尽
く
し
た

功
績
は
極
め
て
顕
著
で
あ
り
、
今
後
の
飛
躍
に
も
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
扇
巳
流
舞
踊
会
に
所
属
し
修
行
を
続
け
、
準
師
範
代
と

な
り
日
々
弟
子
の
指
導
、
助
言
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
富
士
河
口
湖
町
で
行
わ
れ
て
い
る
文
化
祭
、
公
民
館
祭

り
、
敬
老
会
等
に
毎
年
参
加
出
演
し
文
化
向
上
に
尽
く
し

て
い
る
。
ま
た
、
車
椅
子
ダ
ン
ス
の
会
員
と
し
て
老
人
介

護
施
設
訪
問
等
、
幅
広
く
南
都
留
地
区
で
活
躍
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
組
合
員
と
し
て
富
士
河
口
湖
町
や

富
士
吉
田
市
の
78
歳
以
上
の
老
人
を
対
象
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
年
２
回
以
上
行
う
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
参

加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
身
に
つ
け
た
特
技
を
活
か
し
、
社
会
活
動

を
行
う
と
と
も
に
地
域
文
化
向
上
に
尽
く
し
た
功
績
は
大

き
い
も
の
が
あ
る
。

教
育
功
労
賞

渡
辺 

泰
吉

わ
た
な
べ  

や
す
よ
し

文
化
功
労
賞

外
川 

照
女

 

と 

が
わ   

て
る
じ
ょ

覚
　
　
賞

渡
辺 

一
子

わ
た
な
べ
　 

か
ず
こ

さ
と
る

第
８
回
富
士
河
口
湖
町
文
化
祭
が

　
　
　
　
　
　
　
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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渡
辺
お
ひ
ろ
さ
ん

　
　

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進

　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

「
町
長
さ
ん
と
語
る
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

富
士
五
湖
が

　
　

国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

西
湖
い
や
し
の
里
根
場
旧
渡
辺
家
住
宅
が

  

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

　　
小
立
地
区
の

渡
辺
お
ひ
ろ
さ
ん

が
、
11
月
10
日
に

百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ま
し
た
。

　
町
長
が
訪
問

し
た
時
は
娘
さ

ん
、
お
孫
さ
ん
、

ひ
孫
さ
ん
も
集

ま
り
賑
や
か
に
１
０
０
歳
を
祝
い
ま
し
た
。

　
お
ひ
ろ
さ
ん
は
耳
が
少
し
遠
い
で
す
が
と
っ
て
も
元

気
で
す
。バ
ラ
ン
ス
良
く
色
々
な
物
を
し
っ
か
り
食
べ
、
睡

眠
時
間
も
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
庭

の
草
取
り
も
自
分
で
し
ま
す
。
当
日
は
と
て
も
機
嫌
よ

く
接
待
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
11
月
６
日
に
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
富

士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
学
院
大
学
名
誉
教
授
椎

名
愼
太
郎
先
生
か
ら
「
富
士
山

は
誰
の
も
の
か
ー
世
界
遺
産
と

し
て
の
文
化
的
景
観
の
保
存
と
管

理
に
つ
い
て
ー
」と
題
し
て
基
調
講

演
が
あ
り
、「
景
観
づ
く
り
」
を
中

心
に
町
の
歴
史
や
文
化
の
今
後
の

視
点
に
つ
い
て
考
え
、
富
士
山
を

眺
め
る
良
い
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て

ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
山
梨
学

院
大
学
教
授
　
今
井
　
久
先
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
お
迎
え
し
、「
富
士
を
振
り
返
り
明
日
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
椎
名
先
生
、
株
式
会
社
エ
コ 

ビ
ジ
ョ
ン 

ブ
レ

イ
ン
ズ
代
表
取
締
役
　
田
村
孝
次
さ
ん
、
株
式
会
社

船
井
総
合
研
究
所
　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
造
チ
ー
ム
杤

尾
圭
亮
さ
ん
の
３
人
に
よ
り
郷
土
の
魅
力
や
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
が
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。

　
11
月
１
日
、
町
役
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
、

町
内
の
小
・
中
・
高
・
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
り
、
各

校
の
状
況
や
児
童
会･

生
徒
会
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
夢
や
考
え
を
話
し
、
町
制
に
携

わ
る
人
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
、よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り

や
町
づ
く
り
を
目
指
す
姿
勢

や
意
識
向
上
を
図
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
を
ど
ん
な
町
に
し
て
い

き
た
い
か
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
、

「
ゴ
ミ
が
少
な
い
き
れ
い
な
町
」
、

「
小
さ
い
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
な
ど
人
に
優
し
い
町
」

に
つ
い
て
お
互
い
に
意
見
を
交

換
し
活
発
な
話
し
合
い
と
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日
付
で
、
富
士
河
口
湖

町
内
の
河
口
湖
、
西
湖
、
精
進
湖
、
本
町
と
身
延
町
に
ま

た
が
る
本
栖
湖
、
山
中
湖
村
の
山
中
湖
の
五
つ
の
湖
が

国
の
名
勝
富
士
五
湖
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
富
士

五
湖
は
、「
八
海
巡
り
」
と

呼
ぶ
富
士
講
の
水
行
の

場
と
し
て
、
富
士
山
信
仰

の
霊
場
の
中
核
を
形
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、
葛
飾

北
斎
や
歌
川
広
重
な
ど

世
界
的
に
著
名
な
浮
世

絵
を
は
じ
め
、
近
世
〜
近

代
に
多
く
の
絵
画
・
写
真

な
ど
の
芸
術
作
品
の
対

象
と
な
り
、
特
に
湖
面
に
映
え
る
富
士
山
の
倒
立
像
は

「
逆
さ
富
士
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
風
致
景
観
が
持
つ

鑑
賞
上
の
価
値
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　 

　
　
（
文
部
科
学
省
告
示
第
百
四
十
一
号
）

　　
西
湖
い
や
し
の
里
根

場
に
あ
る
、
旧
渡
辺
家

住
宅
主
屋
が
十
月
二
十

八
日
に
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。江

戸
時
代
の
後
期
か
ら
末

期
に
建
造
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
、
明
治
後
期
に

兜
造
風
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
四
十
一
年

の
台
風
二
十
六
号
に
よ

る
土
石
流
災
害
を
免
れ

た
、
根
場
集
落
内
に
現
存
す
る
数
少
な
い
養
蚕
農
家
の

建
物
で
、
甲
州
の
民
家
形
式
を
現
在
に
伝
え
る
貴
重
な

文
化
財
で
す
。

　
　
　
　
　 

　
（
文
部
科
学
省
告
示
第
百
五
十
三
号
）

まちかど情報局
Street  corner  Intelligence  Agency
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
10
月
か
ら

 　

「
子
ど
も
手
当
制
度
」が

　
　
　
　
　

変
更
と
な
り
ま
し
た

平
成
23
年
10
月
か
ら

 　

「
子
ど
も
手
当
制
度
」が

　
　
　
　
　

変
更
と
な
り
ま
し
た

住
基
カ
ー
ド
普
及
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

住
基
カ
ー
ド
普
及
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

サ
ル
や
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め

　
　
　
　
「
柿
」を
も
い
で
く
だ
さ
い

サ
ル
や
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め

　
　
　
　
「
柿
」を
も
い
で
く
だ
さ
い

「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
１
松
江
」
に
参
加
し
て

流
石 

千
賀
子

ふじサンサン 富士河口湖町男女共同参画推進委員会

　
「
日
本
女
性
会
議
」
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
課
題

の
解
決
策
を
探
る
と
共
に
、
参
加
者
相
互
の
交
流
の
促
進
や
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
全
国
規
模
の
会
議
で
す
。

　
今
年
は
10
月
14
日
〜
16
日
に
松
江
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
２
年
目
と
な
る
今
年
は
推
進
委
員
の
役
割
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
少
し
見
え
始
め
、
本
大
会
は

大
変
興
味
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
分
科

会
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
分
科
会
は
10
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
参
加
し
た

の
は
【
災
害
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
（
東
日
本
大
震
災

と
こ
れ
か
ら
の
社
会
）
】
で
し
た
。
多
方
面
か
ら
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
意
見
交
換
さ
れ
、
特
に
災

害
弱
者
を
守
る
と
い
う
視
点
で
考
え
、
中
で
も
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
釜
石
市
を
始
め
各
地
で
地
域
防
災
に
取
り
組
ま

れ
た
群
馬
大
学
大
学
院
の
片
田
敏
彦
教
授
の
〔
子
ど
も
の

防
災
教
育
〕
の
大
切
さ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
震
災
か
ら

の
復
興
も
含
め
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
時
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
課
題
や
、
そ
こ
に
住
む
人
々

が
抱
え
て
い
る
課
題
解
決
の
為
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
思
い
ま
し
た
。
今
わ
が
国
で
は
高

齢
化
が
急
速
に
進
み
労
働
・
経
済
・
社
会
の
あ
り
方
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
今
ま
で
の
制
度
や
仕
組
み
の
再

構
築
や
新
し
い
枠
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
流
れ
や
日
本
の
課
題
を
確
認
し
な
が
ら
災
害
復

興
、
家
庭
や
地
域
等
身
近
な
所
か
ら
誰
も
が
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
は
す
べ
て
の
人
が
お
互
い

に
人
権
を
尊
重
し
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
個
性
や
能

力
を
発
揮
し
、
男
女
と
も
に
自
ら
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
、
支
え
あ
い
な
が
ら
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社

会
で
す
。
男
性
も
女
性
も
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
生
き
生

き
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　　
平
成
23
年
10
月
分
か
ら
平
成
24
年
３
月
分
の
子
ど

も
手
当
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
っ
て

い
た
方
も
含
め
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
２
月
に
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
早
め
の
申
請

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
申
請
手
続
　
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
提
出
）

１  

申
請
書
（
必
要
事
項
の
記
入
・
押
印
）

２ 

申
請
者
の
健
康
被
保
険
者
証
・
銀
行
口
座
の
写
し

３ 

別
居
し
て
い
る
場
合
等
は
住
民
課
ま
で
お
問
い
合

　 

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
場
所

　
役
場
住
民
課

　
各
出
張
所
（
11
月
末
ま
で
受
付
）

■
申
請
期
限

※

経
過
措
置
に
よ
り
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に

　
申
請
を
行
っ
た
場
合
、
10
月
分
に
遡
っ
て
支
給
し

　
ま
す
。

●
問
合
先
　
住
民
課
　
TEL
７
２‐

１
１
１
４

　
秋
も
深
ま
り
山
村
風
景
に
柿
が
映
え
る
こ
ろ
に
な

る
と
、
山
に
サ
ル
や
ク
マ
の
餌
が
少
な
く
な
り
、
柿
を

ね
ら
っ
て
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
、
柿
が
な
く
な
る

ま
で
出
没
を
繰
り
返
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ル
や
ク
マ
だ
け
で
は
な
く
、
ハ
ク
ビ
シ

ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
も
出
没
し
ま
す
。

　
時
に
は
、
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
サ
ル
や
ク
マ
の

出
没
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

柿
を
も
い
で
い
た
だ
く

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（
不
要
で
あ
れ

ば
、
伐
採
の
ご
検
討
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
）

　
ま
た
、
農
作
物
等
で

収
穫
後
の
残
渣
（
取
り
残
し
）
な
ど
も
エ
サ
に
な
り

ま
す
の
で
、
処
分
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
農
林
課
　
TEL
７
２‐

１
１
１
４

　｢

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド｣

は
、
公
的
な
身
分
証
明

書
と
し
て
、
利
用
で
き
ま
す
。

　
毎
月
第
１
・
２
・
３
水
曜
日(

午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時)

に
、
申
請
に
必
要
な
顔
写
真
の
無
料
撮

影
と
、
住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
を
「
無
料
」
と
す

る
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
は
、
全
国
の
セ
ブ
ン
・
イ
レ

ブ
ン
で
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
「
住

民
票
の
写
し
」「
印
鑑
登
録
証
明
書
」が
取
れ
ま
す
。

※

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
、
発
行
手
数
料
無
料

　(

新
規
登
録
の
み)

　
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
住
民
課
　
TEL
７
２‐

１
１
１
４

広
報
誌
１
月
号
は
、
自
治
会
長
・
区
長
の
改
選

が
あ
る
た
め
、
１
月
中
旬
以
降
の
発
行
と
な
り

ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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町の税金についてのお問合せは、富士河口湖町役場 税務課（TEL 72-1113）へ

１２月は固定資産税税の第３期の納期です 町への納税は口座振替が便利でオススメ

事業をしている方ならば
知っておきたい償却資産償却資産 １２月号

申告直前対策

　償却資産とは、土地及び家屋以外の事業の用に供することができる資産で、その減価償却額

又は減価償却費が法人税法又は所得税法の規定による所得の計算上、損金又は必要な経費に

算入されるものをいいます。

　償却資産を所有されている方は、毎年１月１日現在所有している償却資産の内

容（取得年月、取得価額、耐用年数等）について、１月３１日までに償却資産の所

在する自治体に申告する必要があります。

　実際に申告するにあたっては、法人の方は固定資産台帳や法人税申告書別表１６（２）等を、個

人の方は所得税の申告における減価償却明細、固定資産を管理している帳簿等をもとに行ってく

ださい。

固定資産税の償却資産って何だ!?  ～申告は税務署だけではありません～

町の調査と修正申告 町への償却資産の申告受付
　町税務課では、皆様からいただいた固定資産税（償

却資産）の申告書等をもとに、地方税法の規定に基づ

き調査を実施しています。この調査は、事業用資産の所

有者の方を対象に、事業に関する帳簿書類（固定資産

台帳、決算書類及び税務書類等）を拝見させていただ

き、申告内容との照合・確認等を行うものです。また、

地方税法に基づき、所得税又は法人税に関する書類に

ついて閲覧を行うことがあります。

　なお、調査に伴い、修正申告をお願いすることがあり

ますが、その場合の課税は、資産の取得年次に応じて

遡及することになりますので、あらかじ

めご承知おきください。

　お忙しいところ誠に恐縮ですが、町

の職員が調査に伺った際には、ご協力

くださいますようお願い申し上げます。

　町税務課では、来年度の償却

資産の申告用紙の配布および発

送を１２月中旬に予定しています。

昨年度の申告のあった方には発

送いたします。新しく申告される

法人および事業者の方は、町役場税務課に申出ていた

だければ、償却資産申告用紙をお渡しいたします。

　また、平成２４年の申告は、平成２４年１月３１日（火）

が締切日となります。早めに準備していただき、正しい

申告をお願いします。

償却資産の申告締切日

平成24年1月31日（火）

【
対
象
】次
に
掲
げ
る
事
業
資
産
は
償
却
資
産
の
対
象
と

　

な
り
ま
す
。
間
違
い
や
す
い
で
す
が
申
告
対
象
と
な

　

り
ま
す
。

・
福
利
厚
生
の
用
に
供
す
る
も
の

・
外
構
工
事
（
例
：
駐
車
場
の
舗
装
工
事
、
境
界
の
フ

　
ェ
ン
ス
等
）

・
遊
休
又
は
未
稼
働
の
償
却
資
産
で
あ
っ
て
も
、
賦
課

　
期
日(

１
月
１
日)

現
在
に
お
い
て
事
業
の
用
に
供
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
も
の

・
改
良
費
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費

・
使
用
可
能
な
期
間
が
１
年
未
満
又
は
取
得
価
額
が
20

　
万
円
未
満
の
償
却
資
産
で
あ
っ
て
も
個
別
に
減
価
償

　
却
を
し
て
い
る
も
の

【
非
対
象
】事
業
用
の
資
産
で
あ
っ
て
も
、
固
定
資
産
税

　

の
償
却
資
産
の
対
象
で
は
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。　

　

次
の
事
業
用
資
産
は
、
償
却
資
産
の
対
象
か
ら
除
か

　

れ
る
も
の
で
す
。

・
土
地
、
建
物
。

・
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の

・
無
形
固
定
資
産
（
例
：
特
許
権
、
実
用
新
案
権
等
）

・
繰
延
資
産

・
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
又
は
取
得
価
額
が
10
万
円
未

　
満
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
税
務
会
計
上
固
定
資
産

　
と
し
て
計
上
し
な
い
も
の

・
取
得
価
額
が
20
万
円
未
満
の
償
却
資
産
を
、
税
務
会

　
計
上
３
年
間
で
一
括
償
却
し
て
い
る
も
の

・
法
人
税
法
第
64
条
の
２
第
１
項
・
所
得
税
法
第
67
条

　
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
リ
ー
ス
資
産
で
取
得
価
額

　
が
20
万
円
未
満
の
も
の

　

こ
れ
ら
の
取
扱
い
は
地
方
税
法
３
４
１
条
に
基
づ
く

　

も
の
で
す
。
申
告
で
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  　
　

（
町
役
場
税
務
課 

資
産
税
第
二
係
）

償
却
資
産
の
対
象
・
非
対
象
の
注
意
点

固
定
資
産
研
究
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●問合先　税務課　電話７２‐１１１３

税務課からのお知らせ
　富士河口湖町にとって税の収納率の向上・滞納額の削減は、町財政の運営及び税等の公平性を確保する上で極めて

重要な要素になります。

　例えば、町税の収納率が１ポイント向上するだけで、毎年約４０００万円の増収効果をもたらします。また、町税な

どの滞納は、その分が結果的に多くの善良な納税者の負担となることから、税等の公平性を揺るがし、町

民のモラルの欠如にもつながりかねない問題でもあります。

　こうした状況を鑑み富士河口湖町として、収納率の向上・滞納額の削減に取り組む

ため、ここにアクションプランを策定し町民の皆さまに公表します。

○累積滞納額の増加を防ぎ、削減を図るためには、比較的初期の段階での滞納を抑止し、収納を促進し、現年

　分の収納率の向上を図ります。

○新規滞納額のうちの累積滞納額のある社(者)の法的措置（執行停止等を含めた処分）を迅速に行います。

○現年分の滞納については、納期限を過ぎてから一定期間を設定し、期限が来たものについては手順にのっ

　とり法的措置等に移行し、差押等を含めた対応を取ります。

○平成２５年度までに従業員５人以上の事業主を、個人住民税（町県民税）の特別徴収義務者として指定します。

○町入札参加資格の要件として個人住民税の特別徴収義務者であること及び過去にわたって滞納が

　無いことを証明する証を添付することの義務付けを検討します。

○収納率の向上に効果の高い口座振替の利用増加策を今後も講じます。また、クレジットカード収納を平成２６

　年度から実施するよう検討します。

○差押物件の公売を実施します。

○将来を担う小中学生に納税することの意義を理解してもらうため、納税教育をこれまで以上に強化します。

○滞納者の財産調査及び居住不明者の追跡調査を積極的に実施します。

○今後も大口滞納者や悪質な滞納者への対応や法的処理（差押等を含めた処分）などは、山梨滞納整理推進機

　構との連携や指導を受け、より効率的な滞納対策を行うとともに、滞納整理技術を高めるため、協力関係を強化

　します。

○アクションプランに基づく目標の成果を四半期ごとに公表します。

　なお、詳しくは町ホームページ税務課にて掲載しております。

町税滞納削減のためのアクションプラン

目   標

滞納整理方針

「公平・公正な滞納整理！」
元気で活力ある富士河口湖町を支える町税を公平公正に確保し、町への信頼を向上させます！

①現年分収納率を、平成２５年度末までに、９７％（２２年度末９５.５８％）まで向上させます。

②町税累積滞納額を、平成２５年度末までに、累積滞納額（２２年度末６億６９００万円）の１５％削減

　に相当する、５億６９００万円未満まで削減します。

③平成２４年度から「本町の町税のすがた」を作成し、町税の課税・徴収状況と対応策を町民の皆さま

　に公表します。
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　　

11
月
21
日(

月)

に
、コ
ラ
ニ
ー
文
化
ホ

ー
ル（
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）に
お
い
て
、山

梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
59
回

山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、当

町
か
ら
福
祉
関
係
者
38
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、社
会
福
祉
事
業
に
貢

献
し
た
方
々
に
、知
事
表
彰
並
び
に
山
梨

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
並

び
に
感
謝
状
の
贈
呈
も
行
わ
れ
、当
町
か

ら
は
、次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

[

山
梨
県
知
事
表
彰]

・
民
生
委
員･

児
童
委
員

　
　

宇
野
み
つ
子(

船
津)

　
　

流
石　

治
子(

勝
山)

[

山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰]

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動(

個
人)

　
　

古
屋　

知
子(

船
津)

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動(

団
体)
　
　

ひ
ま
わ
り
手
芸
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
（
代
表　

井
出
み
つ
ぎ
）

[

山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状]

　
　

宗
教
法
人　

真
如
苑

　

大
会
式
典
後
に
中
下
大
樹
さ
ん
の「
悲

し
む
力
」と
題
し
た
記
念
講
演
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
近
隣
同
士
が
共
に
支
え
あ
う
地
域
づ

く
り
」を
目
的
と
し
て
、民
生
委
員
が
中

心
と
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
生
か

し
た
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」、「
病
院
送

迎
サ
ー
ビ
ス
」、「
世
代
間
交
流
事
業
」等
、

創
意
と
工
夫
に
よ
り
14
地
域
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　　

今
年
度
は
12
地
域
に
て「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
の「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」で
は
、町

保
健
師
を
講
師
に

招
き「
認
知
症
を

学
び
地
域
で
支
え

よ
う
」と
題
し
た

勉
強
会
を
昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。本
年
度
は

認
知
症
予
防
の
実

践
編
と
し
て
、ク

イ
ズ
や「
美
空
体
操
」等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
と
も
に
高
齢
者
の
ほ
か
に
区

長
、自
治
会
長
、民
生
委
員
、福
祉
委
員
も

参
加
さ
れ
、地
域
で
の
支
え
あ
い
に
つ
い

て
も
学
ん
で
い
ま
す
。

功
績
表
彰

　　「
山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
」

功
績
表
彰

　　「
山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
」

「
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
」

　　　　　　　　小
地
域
福
祉
活
動

「
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
」

　　　　　　　　小
地
域
福
祉
活
動

　

温
泉
送
迎
バ
ス
運
行
は
、12
月
29
日

(

木)

〜
１
月
３
日（
火
）ま
で
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

芙
蓉
の
湯
、健
康
プ
ラ
ザ
へ
の

　
　
送
迎
バ
ス
お
休
み
に
つ
い
て

〜「
認
知
症
」予
防
を
実
践
〜

〜「
認
知
症
」予
防
を
実
践
〜

〜「
認
知
症
」予
防
を
実
践
〜

 

勝山さくや会の様子

～ 納税相談の実施について ～～ 納税相談の実施について ～
　現在、「税金を滞納している方」「生活困難や事業不振などにより今後の納税に

不安を感じるという方」は、早めに一度納税相談を受けてください。

・ 月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）の毎日 
・ 平成 ２３ 年 １２ 月 １１ 日 （日） 
・ 平成 ２４ 年 　１ 月 １５ 日 （日）
・ 平成 ２４ 年 　２ 月 １２ 日 （日）
　　
午前　８時３０分から午後　０時００分まで
午後　１時００分から午後　５時１５分まで
　　　
富士河口湖町役場　税務課　徴収係　
電話０５５５－７２－１１１３（直通）

事前のお申し込みは、不要です。直接、税務課窓口までお越しください。

相 談 日

相談時間

相談場所


